















































A research on townscape characteristics in pre WWII  
estate: Margarethenhöhe
Akira Ohtsubo
Department of Human Environmental Sciences, School of Human Environmental Sciences
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya 663-8558, Japan
In many housing estates after WWII, due to frequent vandalism etc., restructuring or rebuilding has be-
come necessary. On the other hand, in most of housing estates before WWII, residents have continued to live 
in the original housing blocks. This research on some townscape characteristics in Margarethenhöhe is in-
tended to investigate the cause of this difference. It was suggested that there are some characteristics that 
help to increase resident’s affection for their estate and to enhance the community bonds.



































19 世紀後半から 20 世紀初頭にかけて，クルッ
プ社は多くの労働者団地を建設してきた．同社は
1875 年にエッセン市の広さが 9 平方キロであっ

















ちなみに、1910 ～ 39 年にかけて同市の人口は
29.5 万人から 66.7 万人に増大した 4）．
第二次世界大戦終戦時には全住戸の 1/4 強が完





































































Table  1.  建設年次と建設戸数・時期区分
期区分 建設年度 工期 棟数 住戸数 住宅以外の建築 備考
1909 渡河橋 準備期
Ⅰ
1910/11 1+2 128 165 ホール，交番，よろず屋
第一次世界大戦前期
92.5 戸／年
1912 3 91 116 市場（店舗，宿屋，組合店舗，噴水）
1913 4 67 89 管理棟
Ⅱ
1914 5 158 182
第一次世界大戦期
84 戸／年
1915 6 69 97
1916/17 7 70 108
1918 0 0
Ⅲ




1921 9+10 16 96
1922 11 5 32
1923 12 4 18 彫刻工房
1924 13 7 30 カソリック臨時教会，プロテスタント祈祷所
1925 14 10 35 消費者事務所
Ⅳ
1926 15 9 29 警察署，郵便局
家賃税融資による住宅建設刺激期
59 戸／年
1927 16+17 27 76 作業所，小学校
1928 18+19 26 73 カソリック牧師館
1929 20+21 33 85 大型スタジオ , 修理工場 , 牧師館 , ユ スーホステル
1930 22a 12 32 印刷所，戦争記念碑
Ⅴ
1931/32 22b+23 20 65 大恐慌期










1935 26 13 46
1936 27 13 52
1937 28 11 41
1938 29 18 68 カソリック教区ホール
合計 851 1660
建設年度毎の「棟数・住戸数・住宅以外の建築」は文献 2）による


















階高は 1 層当り 3 m 程度，1 階の道路からのフ
ロアー高さは場所により変動するが 0.6 m 程度，
0.5 階の場合は屋根が急勾配なので，妻面はその





1 階：桁行面＝ 3.6 m，妻面＝ 6 ～ 6.5 m，
1.5 階：桁行面＝ 4.8 ～ 5.1 m，妻面＝ 6 ～ 6.5 m
2 階：桁行面＝ 6.6 m，妻面＝ 9 ～ 9.5 m
2.5 階：桁行面＝ 7.6 ～ 7.8 m，妻面＝ 8.6 ～ 9 m
3 階：桁行面＝ 9.6 m，妻面＝ 12 ～ 12.5 m
3.5 階：桁行面＝ 10.8 ～ 11.1 m，妻面＝ 12 ～ 12.5 m
道路幅員は，狭くても 6 m，広いところでは 13
～ 14 m あり，道路幅員との関係で D/H を考える
と，Ⅳ期のゾンマーブルク通りに面する 3.5 階の
建物と，12 m 程の道路を挟んで並びの 2.5 階の建
物の間での値が最も小さいと思われるが，それで
も 12/12 で D/H の値が 1 程度の関係である．道路
が狭い部分で2.5階の桁行面が並行するところも，
セットバックを含めると棟間隔は 10 m 近くあり，
これも 1 程度の D/H の値を持っている．この様

































































































































































2 ）Andreas Helfrich, “Die Margarethenhöhe Essen – Ar-
chitekt und Auftraggeber vor dem Hintergrund der 
Kommunalpolitik Essen und der Firmenpolitik Krupp 
zwischen 1886 und 1914”, p25
3 ）現地の案内板に記載の年譜による．
4 ）Population statistics historical demography （Germany-
Essen）
5 ）Wulf Mämpel, „Margarethenhöhe Das Jahrhundertwerk
“, p175
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Fig.  3.  マルガレーテンヘーエ屋根伏図（部分）（筆者作成）
この図からも，建物や屋根形状，あるいは棟の方向性等の複雑な状況と，樹木が大きな景観上の要素
となっている点が理解できる．
Fig.  2.  マルガレーテンヘーエ配置図（2006 年時点）（筆者作成）
一点鎖線の赤枠は Fig.3 の範囲を示す
D02816_大坪明.indd   7 2013/03/06   10:36:10
（大坪）
－8－


















D02816_大坪明.indd   8 2013/03/06   10:36:14
マルガレーテンヘーエ団地の都市景観の特質に関する調査研究
－9－
Fig.  8.  寄棟屋根の棟別分類：複雑で多様な屋根形状が混在している様子が判る．
左図は，当団地のある 2 階建てで屋根裏に居室と思われる部屋
を持つ棟の立面図である．軒の高さ + アルファに 2.5 階分の建物
の高さを設定することで，概ね屋根の平均高さに相当する高さ
になる．この事例で言えば，一点鎖線より上の破風部分の面積
A と，一点鎖線より下の面積 B が，ほぼ等しくなる．当然屋根
形状により様々なケースがあり，一概にこの高さを一般化するこ
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